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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  福島第一原子力発電所の事故以降、福島県の沿岸漁業は操業を自粛しており、限られた操業範囲及び時間の中で試験

操業を行っている。試験操業による水揚げ量は、対象種、操業海域及び漁法の拡大とともに年々増加していることから、その

経過を把握するため、相双地区、いわき地区における漁法毎の水揚げ量と１隻当たりの水揚げ量（以下、ＣＰＵＥ）について整

理した。さらに、2017年の水揚げ量上位 20種について、2010年と 2013～2017年の 5か年水揚げ量変動について整理した。 

 

(1)  地区別の年別漁法別水揚げ量は、両地区共通では、底びき網、固定式さし網、沿岸かごが、地区別では相双地区が

船びき網、いわき地区が貝けた網が増加傾向にある。 

 

(2)  底びき網や固定式さし網は、2016年から2017年にかけて水揚げ量が大きく増加し、特に相双地区において増加量が

多かった（表１）。これはヒラメが試験操業の対象となったことが大きな要因として考えられる。 

 

(3)  2016年から 2017年にかけては隻数も大幅に増加していることから、努力量の増加によりババガレイ、キアンコウ、ア

オメエソ、マコガレイ、ヤナギムシガレイの漁獲量が増加したことも、水揚げ量の増加が大きかった要因の一つである

と考えられる。 

 

(4)  総水揚げ日数及び延べ隻数も年々増加し、2017年の相双地区ではそれぞれ 382回、9,478隻、いわき地区ではそれ

ぞれ 540回、7,987隻となった（表１）。 

 

(5)  ＣＰＵＥは、両地区の底びき網、相双地区の固定式さし網、沖合たこかご、いわき地区の貝けた網で増加した。 

 

(6)  2017年の魚種別水揚げ量を 2010年と比較したところ、ムシガレイで 129％、マダコで 83％、ババガレイで 70％、キア

ンコウで 56％となっていた。その一方で、マダラやヤナギダコでは 10％未満であった（表２）。 

 

２ 期待される効果 

試験操業の経過、現況を把握する上での資料となる。 

 

 ３ 適用範囲 

漁業者、行政関係者、研究者 

  

４ 普及上の留意点 

なし。 

      



Ⅱ 具体的データ等 

表１ 地区別年別漁法別水揚げ量及びＣＰＵＥ 

 

表２ 試験操業における水揚げ量上位 20種の水揚げ量の経過 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

安倍 裕喜 

２ 成果を得た課題名 

(1) 研究期間 平成 28～32年度 

(2) 研究課題名 底魚資源の管理手法に関する研究 

 ３ 主な参考文献・資料 

(1) 漁協より提供される漁獲高日報及び月報 

(2) 平成 22年版福島県海面漁業漁獲高統計 


